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もくじもくじ 安全上のご注意

�

分解禁止

	 分解や改造はしないでください。

	 発火・故障の原因となります。

禁　止

	 落下させたり、衝撃を与えないでく

ださい。

	 	 故障の原因となります。

ご使用前に必ずお読みいただき、お客さま

や他の人々への危害や損害を未然に防止す

るために、必ずお守りください。

注意事項は、誤った取り扱いによる危害や損

害の程度を、以下の表示で区分しています。

	 誤った取り扱いをすると｢死
亡または重傷を負う可能性が
想定される｣内容を示します。

	 誤った取り扱いをすると｢傷
害を負う可能性および物的損
害のみが発生する可能性が想
定される｣内容を示します。

絵表示の内容

｢一般的な禁止｣事項を示しています。

｢分解禁止｣事項を示しています。

｢ぬれ手禁止｣事項を示しています。

｢水ぬれ禁止｣事項を示しています。

｢必ず行う｣事項を示しています。

必ず行う

	 お取り付け日から、10年（交換期

限）を過ぎた警報部・3年（交換期

限）を過ぎた検知部は、新しいもの

とお取り替えください。

正常に作動しない恐れがあります。
交換期限は、それぞれの本体に貼っ
てある交換期限ラベルに示してい
ます。

水ぬれ禁止

	 水につけたり、水をかけたりしない

でください。

ショートや感電の恐れがあります。

ぬれ手禁止

	 ぬれた手で触らないでください。

感電する恐れがあります。

必ず行う

	 お手入れするときは、中性洗剤、塩

素系漂白剤、ベンジン、シンナー、ア

ルコールは使わないでください。

中性洗剤などを使うと、本体の表面
に傷がつくことがあります。
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検知器の機能について

この検知器は、LPガスのバルク供給設備専

用のガスもれ検知器です。

集中監視システムのNCU（伝送装置）に接続

して使い、検知部周囲のLPガスが規定濃度以

上になると、検知器はそれを検知し、集中監視

センターに信号を送ります。

《お断わり》

●LPガスのバルク供給設備以外には使用し

ないでください。

●ガスもれの発生を未然に防止する装置で

はありません。

　ガスもれなどによる損害については、責任

を負いかねますのでご了承ください。

●不完全燃焼ガス検知機能はありません。
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各部のなまえとはたらき

〈警報部〉

●作動表示ランプ（赤）

●確認ボタン
作動表示ランプ（赤・
緑）を点灯させ、警報
内容を確認します。

●端子カバー

●ディップスイッチ
1で出力遅延時間の切り替え
を、2で外部機器出力の切り
替えを行います。
※��出荷時はいずれもOFFに設
定されています。

●警報ランプ（赤）
通電時は点灯または点滅し
ています。電池電圧が低下す
ると、消灯します。

●検知部接続端子
接続ケーブルを配線し、検知
部と接続します。

●本体

●作動表示ランプ（緑）

●取付穴

●電池ボックス

●本体

●取付穴

●接続コネクタ
検知部の接続コネクタ
を差し込みます。

●接続ケーブル
警報部と検知部を接
続します。

〈検知部〉

●NCU接続端子
NCU信号線を配線
し、NCU（伝送装
置）と接続します。

●外部出力端子
外部機器の接続線
を配線し、外部機
器と接続します。

●取付磁石

●ガス検知部
LPガスを検知します。

●接続コネクタ
接続ケーブルの接続コネク
タに差し込み、警報部と接続
します。



� �

検知器のお知らせ機能について

この検知器は、検知部でガスもれを検知し、警

報部から、信号をNCU（伝達装置）に出力しま

す。NCU（伝達装置）への出力は、接続方法に

よって、ガスもれ警報とその他の警報を分け

て出力できます。（P21参照）

また、外部機器に信号を出力する端子も備え

ています。（P22参照）

お知らせする機能（ランプ表示・信号出力）は、

ガスもれ以外に、電池電圧の低下や機器に異

常があったときにもランプ表示や信号出力を

行います。

〈おねがい〉

NCUの入力端子に空きがある場合は、ガスも

れ警報とその他の警報を分けて出力すること

をお勧めします。

警報（出力）があった際に、この検知器の警報

部（現場）で検知原因を確認できます。

確認作業は、警報部の確認ボタン操作で行

い、警報部と検知部のランプ表示内容で、ガス

もれなどの警報（通報）原因がわかります。

検知部

警報部

検知部

警報部

カバーを
外して
確認する

作動表示
ランプ（緑）

作動表示ランプ（赤）

警報ランプ
（赤）

確認ボタン

〈警報（出力）原因が続いている場合〉

確認ボタンを押している間、警報部のラン
プが表示されます。
※検知部は、復旧するまで表示しています。

〈復旧して、監視状態になっている場合〉

右図の表示の場合には、警報状態から復旧し
て、監視状態になっています。

確認ボタンを押した指を離すと、直前の警報
原因が、警報部のランプで1分間のみ表示さ
れます。
（警報終了後3日間保持）

確認ボタンを
押している間
表示

1回点滅
（5秒ごと）

監視状態

1回点滅
（10秒ごと）

消灯

ボタンを離した後
1分間のみ表示
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検知器のお知らせ機能について

〈警報（出力）原因が続いているときの表示〉

（確認ボタンを押している間）

■ガスもれのとき

警報部
（ボタンを押している間）

検知部

作動表示ランプ 警報ランプ

緑 赤 赤

消灯
3 回点滅

（5 秒ごと）
3 回点滅

（5 秒ごと）

●	出力遅延設定（ディップスイッチ1をON）
をしている場合は、ランプ表示がガスも
れに変わってから90秒後に出力されま
す。

※	警報部はガスもれを検知した最初の60
秒間は、監視状態の表示が続き、その後ガ
スもれの表示に変わります。

	 （�検知部はガスもれを検知した時点から
ガスもれの表示を行います。）

■検知部のセンサに異常があるとき

警報部
（ボタンを押している間）

検知部

作動表示ランプ 警報ランプ

緑 赤 赤

消灯 点滅 点滅

■電池の電圧が低下してきたとき

警報部
（ボタンを押している間）

検知部

作動表示ランプ 警報ランプ
緑 赤 赤

消灯 点灯 消灯

■検知部のケーブルが断線したとき

S（信号線）

警報部
（ボタンを押している間）

検知部

作動表示ランプ 警報ランプ
緑 赤 赤

１回点滅（5秒ごと） 消灯 消灯

V（電源線）

警報部
（ボタンを押している間）

検知部

作動表示ランプ 警報ランプ
緑 赤 赤

１回点滅（5秒ごと） 消灯 消灯

G（ー線）

警報部
（ボタンを押している間）

検知部

作動表示ランプ 警報ランプ
緑 赤 赤

１回点滅（5秒ごと） 消灯 消灯

消灯

3回点滅（５秒ごと）

外部機器へ出力
（�ディップスイッチ2	
が｢ON｣のとき）

NCUへ出力

3回点滅
（５秒ごと）

外部機器へ出力
（�ディップスイッチ2	
が｢ON｣のとき）

NCUへ出力

消灯
点滅

点滅

外部機器へ出力
（�ディップスイッチ2	
が｢ON｣のとき）

NCUへ出力

消灯

消灯
点灯

外部機器へ出力なし
（�ディップスイッチ2
が｢ON｣のとき）
NCUへ出力なし

消灯
消灯1回点滅

（５秒ごと）

消灯

外部機器へ出力なし
（�ディップスイッチ2
が｢ON｣のとき）
NCUへ出力なし

消灯

外部機器へ出力なし
（�ディップスイッチ2
が｢ON｣のとき）
NCUへ出力なし

消灯1回点滅
（５秒ごと）

消灯1回点滅
（５秒ごと）
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検知器のお知らせ機能について

〈復旧して、監視状態になっているときの表示（警報終了後3日間保持）〉

（確認ボタンを離した後の1分間）

■監視状態のとき

警報部（ボタンを離した後１分間）
作動表示ランプ

緑 赤
１回点滅（5 秒ごと） 消灯

■ガスもれ警報があったとき

警報部（ボタンを離した後１分間）
作動表示ランプ

緑 赤
消灯 3 回点滅（5 秒ごと）

■検知部のセンサに異常があったとき

警報部（ボタンを離した後１分間）
作動表示ランプ

緑 赤
消灯 2 回点滅（5 秒ごと）

■機器に異常があるとき

警報部（ボタンを離した後１分間）
作動表示ランプ

緑 赤
消灯 2 回点滅（1秒ごと）

検知部のセンサやケーブルの異常を除く、
機器（警報部・検知部）自体に異常が発生
したときに表示されます。

〈検知器の動作一覧表〉

■警報（出力）原因が続いている場合の動作

検知器の作動状況

警報部 検知部 外部出力信号※ 1

作動表示ランプ
(ボタンを押している間)

警報
ランプ

ＮＣＵ接続端子※ 2

外部出力
端子※ 3通常出力

ガスもれ警報と
その他の警報を
分けて出力する場合

緑 赤 赤 Ａ１－Ｃ間 Ａ１－Ｃ間 Ａ２－Ｃ間 Ａ３－Ａ３間

監視時
１回点滅

（５秒ごと）
消灯

１回点滅
（10秒ごと）

OFF OFF OFF OFF

点検モード時
１回点滅

（５秒ごと）
消灯

１回点滅
（５秒ごと）

OFF OFF OFF OFF

ガスもれ警報時 消灯
３回点滅

（５秒ごと）
3回点滅

（５秒ごと）
ON ON OFF ON

センサトラブル時 消灯 点滅 点滅 ON OFF ON ON
電池電圧低下時 消灯 点灯 消灯 ON OFF ON ON

検
知
部
と
の
接
続
ト
ラ
ブ
ル
時

ケーブル
誤配線時

Ｓ－Ｖ
入れ替わり

消灯 点灯 消灯 OFF OFF OFF OFF

Ｓ－Ｇ
入れ替わり

消灯 点灯 消灯 OFF OFF OFF OFF

Ｖ－Ｇ
入れ替わり

消灯 消灯 消灯 OFF OFF OFF OFF

ケーブル
断線または
接続はずれ時

Ｓ（信号線）
1回点滅

（５秒ごと）
消灯 消灯 OFF OFF OFF OFF

Ｖ（電源線）
１回点滅

（５秒ごと）
消灯 消灯 OFF OFF OFF OFF

Ｇ（－線）
１回点滅

（５秒ごと）
消灯 消灯 OFF OFF OFF OFF

※１ �ディップスイッチ１を切り替えることによって外部出力信号の遅延時間を設定できます。(出荷
時はＯＦＦ設定）
ＯＮ：遅延９０秒　ＯＦＦ：遅延なし

※２ �ＮＣＵへの出力を、ガスもれ警報とその他の警報に分けて出力することができます。設定方法は
（P.21）を参照ください。

※３ ��ディップスイッチ２を切り替えることによって外部出力端子の使用有無を設定できます。（出荷
時はOFF設定）
ＯＮ：出力あり　ＯＦＦ：出力なし

■復旧して、監視状態になっている場合の動作（警報終了後3日間保持）

検知器の作動状況
警報部

作動表示ランプ ( ボタンを離した後１分間 )
緑 赤

警報（出力）原因表示

監視時 １回点滅（５秒ごと） 消灯
ガスもれ警報時 消灯 ３回点滅（５秒ごと）
センサトラブル時 消灯 ２回点滅（５秒ごと）
機器異常時 消灯 2回点滅（1秒ごと）

消灯

消灯

消灯

消灯

１回点滅
（５秒ごと）

3回点滅（５秒ごと）

2回点滅（５秒ごと）

2回点滅（1秒ごと）
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電池電圧が低下すると、検知器は信号を発しますので、電池を交換してください。

警報部の確認ボタンを押すと、作動表示ランプ（赤）が連続点灯します。

検知部の警報ランプ（赤）は消灯します。

電池の交換

使用する電池は、2本とも使用期限内の新し

いものにしてください。

液もれや発火の恐れがあります。

〈おねがい〉

●	電池交換する際に、火花の散る恐れがあり

ます。バルク貯蔵設備※1から2mまたは5m

以上離して電池交換してください。

	 ※1：�貯蔵設備が300kg以上1000kg未満

は2ｍ以上、1000kg以上3000kg未満

は5ｍ以上

●	必ず単2形アルカリ乾電池を使用してくだ

さい。それ以外の電池を使用すると、電池寿

命が短くなることがあります。

①警報部の端子カバーを取り外す。
②古い電池を取り外す。
※電池および検知部の交換作業により、信

号出力することはありません。
③警報部の電池ボックスに、単2形アルカリ

乾電池（2本）を入れる。（電源投入）
	 検知部の警報ランプ（赤）が点灯します。

■�ガスもれ警報とその他の警報を分けて出
力している場合（21ページ）

※電池交換等によって設定がリセットさ
れます。そのため再設定が必要となり
ますので、下記の操作を行ってくださ
い。

1）確認ボタンを押しながら、警報部の電
池ボックスに、単2形アルカリ乾電池
（2本）を入れる。（電源投入）

2）作動表示ランプ（緑）が3回点滅し、設
定が完了したことをお知らせします。

④	約50秒後、検知部の警報ランプ（赤）が5秒
ごとに1回の点滅に変わります。
このとき、警報部の作動確認ボタンを押
すと、作動表示ランプ（緑）が5秒ごとに1
回点滅します。

⑤	約5分後、検知部の警報ランプ（赤）が10
秒ごとに1回の点滅に変わり、検知器は監
視状態に入ります。
このとき、警報部の確認ボタンを押すと、
作動表示ランプ（緑）が5秒ごとに1回点滅
します。

⑥	警報部の端子カバーを閉める。

〈おねがい〉

接続ケーブル、NCU信号線、外部機器との接

続線を端子カバーではさまないように注意し

てください。

警報ランプ（赤）

単2形アルカリ
乾電池

❶ゆるめる

❷�下へスライド
させて外す

端子カバー

1回点滅
（５秒ごと） 1回点滅

（５秒ごと）

1回点滅
（５秒ごと） 1回点滅

（10秒ごと）

５分後

突起を溝に合わせて、
スライドさせる

《お断わり》

●	周囲温度20℃の環境において、連続して監

視している状況で、ガスもれ警報発報時間

が合計1週間以内の場合、約2.5年間の電池

寿命があります。2.5年ごとに新しい電池

と交換することをおすすめします。

●	交換した電池の状況によっては、電池寿命

が短くなる場合があります。

●	使用環境によっては、電池寿命が短くなる

場合があります。（一般に、低温環境下で

使用すると、電池寿命は短くなります。）
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故障かな？と思ったら 仕様

こんなときは ここを確認して こう処置してください

検知部の警報ランプが
消灯している。

検知部の接続コネクタ
がきちんと接続されて
いますか。

接続ケーブルのコネクタをカチッとは

まるまで確実に差し込んでください。

検知部のケーブルが誤
配線されていませんか。

P.10 を確認し、配線し直してください。

検知部のケーブルが断
線していませんか。

P.10 を確認し、断線したケーブルを
交換してください。

検知部のケーブルが外
れていませんか。

警報部の端子台にケーブルを確実に
差し込み固定してください。

電池が古くなっていま
せんか。

電池を交換してください。

検知部の警報ランプが
点灯している。

電源投入時【センサの
安定時間（約 50 秒】）
に点灯します。

異常ではありません。
従来機種の GD-4B と初期動作の違
いがあるため、P.24 の初期動作の違
いを確認してください。

検知部の警報ランプが
点滅している。

ガスセンサの異常が考
えられます。

お求めの販売店に連絡してください。

外部出力端子 （A3-A3）
が作動しない。

ケーブルが断線してい
ませんか。

断線したケーブルを交換してください。

ケーブルが外れていま
せんか。

警報部の端子台にケーブルを確実に
差し込み固定してください。

ディップスイッチ２が
「ON」になっているか
確認してください。

ディップスイッチ２を「ON」にして
ください。

警報を分けて配線した
が、警報出力が分かれ
て出力されない。

ケーブルが断線してい
ませんか。

断線したケーブルを交換してください。

ケーブルが外れていま
せんか。

警報部の端子台にケーブルを確実に
差し込み固定してください。

－
確認ボタンを押しながら、電池を入
れ直してください。

項　目 仕　様

検知対象ガス 液化石油ガス（LPガス）

警報ガス濃度 爆発下限界濃度＊1の1/100以上1/4以下

検知原理 微小熱線型半導体式

警報方式 検知部　赤ランプ点滅 （5秒ごとに3回）（自動復帰式）

応答時間 300秒（5分）以内

外
部
出
力
信
号

NCU接続端子出力

無電圧1a接点出力　有極性　監視時OFF　警報時ON
A1-C端子間、A2-C端子間の2系統＊2

耐電圧DC5V 10mA、以下
ガス検知時、センサトラブル時、電池電圧低下時に信号を出力

外部出力端子出力＊3

無電圧1a接点出力　無極性　監視時OFF　警報時ON
A3-A3端子間
耐電圧DC30V、0.5A以下（抵抗負荷）
ガス検知時、センサトラブル時、電池電圧低下時に信号を出力

遅延時間 即時または90秒遅延＊4

電源 単2形アルカリ乾電池　2本、DC3V

通電表示 検知部　赤ランプ点滅 （10秒ごとに1回）

電池寿命
約2.5年

（�周囲温度20℃の環境において、ガスもれ警報発報時間が合計1週間以
内の場合）

使用温度範囲 -10℃～+50℃

寸
法
・
質
量

警報部 幅96×高さ173×奥行き40mm（突起部を除く）、約400g(電池を含む)

検知部 幅43×高さ79×奥行き24mm（突起部を除く）、約100g

接続ケーブル
長さ10m　0.3mm2　3心　防水コネクタ付
延長可能距離50m以内（0.5mm2）

（延長ケーブル使用時、本ケーブルを含む）

付属品

XH-611EB
単2形アルカリ乾電池×2、接続ケーブル(10m)×1
木ネジ(φ3.8×25mm)×2 点検ガス、×1、点検用ポリ袋 （チャック付）×1
点検説明書×1、取扱説明書・取付説明書(保証書付)〔本書〕×1

GD-5B
変換用ケーブル×1、点検ガス×1、点検用ポリ袋（チャック付）×1、
点検説明書×1、取扱説明書・取付説明書(保証書付)〔本書〕×1

＊ 1 �爆発は空気とガスの混合割合が一定範囲でおこる可能性があります。その範囲を爆発限界といっ
て、最高濃度を爆発上限界、最低濃度を爆発下限界といいます。

＊ 2警報出力選択： NCU への出力を、ガスもれ警報とその他の警報に分けて出力することができます。
＊ 3外部出力端子選択：�ディップスイッチ 2により切替可能（出荷時はOFF設定）	

ON：出力あり OFF：出力なし
＊ 4出力遅延時間選択：�ディップスイッチ 1により切替可能（出荷時はOFF 設定）	

ON：遅延 90秒 OFF：遅延なし
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アフターサービスについて 2.取り付け前の確認

■	この検知器は、お取り付け日より1年間の
無償保証です。
この取扱説明書に書かれている内容を守っ

ていただいた上で、検知器が正しく作動し

ないことが判明した場合には、無償でお取

り替えいたします。

ただし、保証書に記載されている保証の適

用除外の項目に該当する場合は、この限り

ではありません。保証書をご参照ください。

■	この検知器の交換期限は、警報部がお取り
付け後10年間、検知部がお取り付け後3年
間です。
交換期限とは検知器の性能を保証できる

期間であり、10年を経過した警報部および

3年を経過した検知部は、規定の濃度で警

報しないなど誤作動の恐れがありますの

で、ぜひ新しいものとお取り替えください。

《お断わり》

交換期限は、保証書記載の年月よりも、検知器

本体に貼ってある交換期限ラベルに記載の年

月が優先されますので、交換期限ラベルの年

月を確認してください。

■	保証書に取り付け年月および販売店名の
記入のないものは、無効となることがあり
ます。
お取り付け時にご確認ください。

■	保証書は大切に保管してください。

■	アフターサービスについて、ご不明の点が
ございましたら、お求めの販売店までご連
絡ください。

■	検知器の交換期限を過ぎたときは、お求め
の販売店までご連絡ください。

1.施工される方へのお願いとご注意

●検知器の取り付けは、この取付説明書に
従って、指定された工事を行ってください。

（P.20参照）

●工事終了後に、必ず作動点検を行ってくだ
さい。（P.27 ～ P.29参照）
万一、作動不良があったときは交換してく

ださい。

検知器には、落下などの強い衝撃を与えないよ

うに、取り扱いには十分に注意してください。

故障や誤作動の原因となります。

2-1.梱包部品の確認

梱包部品の種類と個数を確認してください。
XH-611EB

警報部本体 PA-5B…1個 接続ケーブル（10m）LL-08…1本

木ネジ…2本

単2形アルカリ乾電池…2本

点検ガス…1個

検知部本体 GD-5B…1個

点検用ポリ袋（チャック付）…1個

点検説明書、取扱説明書・
取付説明書（保証書付）〔本書〕…各1冊

GD-5B

検知部本体 GD-5B…1個 変換用ケーブル LL-09…1本

点検ガス…1個

点検用ポリ袋（チャック付）…1個

点検説明書、取扱説明書・
取付説明書（保証書付）〔本書〕…各1冊
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2-2.交換期限の記入

①	警報部と検知部の交換期限ラベルに、そ
れぞれ以下の交換期限を記入する。
警報部：�お取り付け日から10年後（西暦）

の同月
検知部：�お取り付け日から3年後（西暦）

の同月

※	記入は、ボールペンやシャープペンシルで
もできますが、油性ペンをお勧めします。

②	ラミネート紙の裏紙をはがし、記入部分
を保護する。

2.取り付け前の確認

2-3.取付位置の確認

〈警報部〉

NCU（伝送装置）とともにボックスに入れ
て収納するか、または、軒下などの壁面に
取り付けてください。
※�点検しやすく、管理上支障のない場所を 

選んでください。

以下のような場所には、警報部を取り付けな

いでください。
●常時、直射日光にさらされる場所。
●雨が直接かかる場所。
●�常に水がかかったり、水没する恐れのあ

る場所。
警報の遅れ、誤報、故障の原因となります。

〈おねがい〉

電池交換する際に、火花の散る恐れがありま
す。バルク貯蔵設備※1から2mまたは5m以上
離して電池交換してください。

※1：	貯蔵設備が300kg以上1000kg未満は
2ｍ以上、1000kg以上3000kg未満は
5ｍ以上

〈検知部〉

プロテクタ内側の金属の平面部などに、取
り付けてください。
※�金属の材質によっては磁石で取り付けで 

きない場合があります。その場合は、でき
るだけ安定した場所に置いてください。

できるだけ調整器から離して、検知部を取り

付けてください。

調整器からのガスに反応する恐れがあります。

〈おねがい〉

できるだけ水没などの影響を受けない場所に
取り付けてください。

必ず行う

	 調整器からのＬＰガスに反応する

ことを避けるため、ガス漏れ検知部

は調整器より高い位置、離れた位置

に取り付けてください。

必ず行う

	 プロテクタ内にシリコーン系シー

ル材や充填材が使用されていない

ことを確認してください。

■埋設型バルクの場合

できるだけ調整器から離して、プロテクタ
の上部側面に取り付けてください。
※�調整器に安全弁用の吹き出し口がある場 

合は、吹き出し口の反対側に取り付けてく
ださい。

■地上式縦型バルク横取出型の場合

調整器よりも上に取り付けてください。

ラミネート紙

❶
裏紙を
はがす

裏紙を
はがす
❶

❷

❷

調整器

調整器 取付推奨位置

プロテクタ内には設置しないでください。
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2.取り付け前の確認 3.本体の取り付け

■地上式横型バルク横取出型の場合

調整器よりも上に取り付けてください。

■地上式横型バルク上取出型の場合

●プロテクタに取り付ける場合

できるだけ調整器から離して、プロテクタ

の上部側面に取り付けてください。

※プロテクタを開閉する可動側には取り付

けないでください。

開閉により検知部に落下・衝撃などが

加わる恐れがあります。

※調整器に安全弁用の吹き出し口がある

場合は、直接吹き出したガスが当たらな

い位置に取り付けてください。

●タンクに取り付ける場合

できるだけ調整器から離して、タンクに取

り付けてください。

※調整器に安全弁用の吹き出し口がある

場合は、直接吹き出したガスが当たらな

い位置に取り付けてください。

3-1.本体の取り付け

①	検知部を、プロテクタ内側の金属の平面
部などに、磁石を利用して取り付ける。

②	警報部の取付位置を、検知部から10m以
内になるように選定する。

《お断わり》

警報部と検知部を接続する、付属の接続ケー

ブルの長さは10mです。警報部-検知部間の

配線距離が10m以上になる場合は、別途、延

長ケーブル（線材）が必要になります。（P.25

参照）

③	警報部の端子カバーを取り外す。

④	木ネジ（2本）をねじ込み、図のように警報
部を固定する。

調整器

取付推奨位置

調整器

プロテクタ

検知部本体

マグネット
で貼る

警報部本体

端子カバー

❶�ネジを	
ゆるめる

❸�木ネジ	
で固定

❷外す
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4.機器の接続

機器を接続するときは、警報部の電池ボックスに電池を入れないでください。

誤作動の恐れがあります。

4-1.警報部とNCU（伝送装置）の接続
《お断わり》

NCUとの接続に使用する接続線は付属して
おりませんので、別途ご用意ください。
①	警報部下部のパッキン（中央）を取り外し、

ドライバーなどで穴を開ける。
②	穴を開けたパッキンにNCU信号線を通す。
③	NCUの外部入力端子と警報部のNCU接

続端子A1・Cを接続する。
端子接点定格：�耐電圧DC5V 

最大電流10mA

■�ガスもれ警報とその他の警報を分けて出
力する場合
この場合、確認ボタンを押しながら、電池を
入れる操作が必要です。（P.27参照）
右図のように、NCU接続端子のA2・
A1・Cに接続する。

〈確認〉

●	NCUの外部入力端子の極性を確認する。警

報部のNCU接続端子には＋－の極性があ

り、A1端子からC端子方向へのみON電流

が流れます。

●	NCU信号線が正しく確実に接続されてい

ることを確認する。NCU信号線が警報部

のNCU接続端子に正しく接続されていな

いと、正常に作動しません。
④	パッキンを警報部に取り付ける。
⑤	遅延設定を行う場合

ディップスイッチ1を「ON」にする。
ON：出力遅延時間90秒
OFF：即時出力

《お断わり》

遅延設定を行うと、外部機器への出力も同時

に遅延設定されます。

機器を接続するときは、警報部の電池ボックスに電池を入れないでください。

誤作動の恐れがあります。

4-2.外部機器との接続

無電圧1a接点で作動する外部機器（回転灯な
ど）を同時に接続することができます。

《お断わり》

外部機器との接続に使用する接続線は付属

しておりませんので、別途ご用意ください。

①	ディップスイッチ2を｢ON｣にする。

②	警報部下部のパッキン（右端）を取り外し、
ドライバーなどで穴を開ける。

③	穴を開けたパッキンに接続線を通す。

④	外部機器の入力端子と警報部の外部機
器接続端子A3・A3を接続する。
端子接点定格：�耐電圧DC30V 

最大電流0.5A（抵抗負荷）

〈確認〉

外部機器との接続線が正しく確実に接続さ

れていることを確認する。接続線が警報部の

外部機器接続端子に正しく接続されていない

と、正常に作動しません。

⑤	パッキンを警報部に取り付ける。

⑥	遅延設定を行う場合
ディップスイッチ1を「ON」にする。
ON：出力遅延時間90秒
OFF：即時出力

《お断わり》

遅延設定を行うと、NCUへの出力も同時に

遅延設定されます。

❶外す❷�穴を	
あけて	
線を通す

NCU外部
入力端子へ

警報を分けて出力する

場合 ガスもれ以外
の警報

ガスもれ
警報

ガスもれ警報信号を送る
NCU外部入力端子へ

ガスもれ以外の警報信号
を送る
NCU外部入力端子へ

取り付ける
ディップスイッチ1

パッキン

ディップスイッチ2

ディップスイッチ1

パッキン

❶外す❷�穴を	
あけて	
線を通す

外部機器
入力端子へ

取り付ける
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機器を接続するときは、警報部の電池ボックスに電池を入れないでください。

誤作動の恐れがあります。

4.機器の接続

4-3.警報部と検知部の接続

〈新規にXH-611EBを取り付けた場合〉

■警報部PA-5Bと検知部GD-5Bの接続

①	警報部下部のパッキン（左端）を取り外し、
ドライバーなどで穴を開ける。

②	穴を開けたパッキンに接続ケーブルを通す。

③	接続ケーブルを警報部の検知部接続端
子に接続する。

〈確認〉

接続ケーブルが正しく確実に接続されている

ことを確認する。接続ケーブルが警報部の検

知部接続端子に正しく接続されていないと、

正常に作動しません。

④	パッキンを警報部に取り付ける。

〈既存品XH-610EBを使用する場合〉

■警報部PA-4Bと検知部GD-5Bの接続

別売の変換用ケーブル（LL-09）で接続する。
※GD-5B単品梱包品の場合は、変換用ケー

ブルを付属しています。

■警報部PA-5Bと検知部GD-4Bの接続

※	GD-4Bを接続する場合、初期作動がGD-
5Bとは下表のように異なります。

作動状態
検知器

初期安定時 点検モード時 監視時

GD-4B
1回点滅

（5 秒ごと）
1回点滅

（10秒ごと）

GD-5B 点灯
1回点滅

（5 秒ごと）
1回点滅

（10秒ごと）
※黒線を接続する場合は、配線の並びに注意

してください。

パッキン

❶外す❷�穴を	
あけて	
線を通す

白地に赤ライン

黒線
白線

取り付ける

PA-4B
GD-5B

変換用
ケーブル

PA-5B GD-4B

PA-4Bの接続ケーブル

黒線

白線
黒線

❶カットする

❷�被覆	
をとる
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4-4ケーブルの延長

警報部と検知部を接続する、付属の接続
ケーブルの長さは10mです。警報部-検知
部間の配線距離が10m以上になる場合は、
延長ケーブル（指定線材）を使用して、以
下の配線工事を行ってください。

〈準備するもの〉

●延長ケーブル（指定線材）

HKVF（通信機器用二種ビニルコード）

0.5mm2以上　3心

または

VCTF （ビニルキャブタイヤ丸形コード）

0.5mm2以上　3心

※線色などで極性が区別できるもの

●閉端圧着スリーブ

●ビニルテープ

●充填材

●ガス配管用シール材

①	延長ケーブルを、閉端圧着スリーブで接
続ケーブルの警報部側端末に接続する。

《お断わり》

ケーブルの延長可能距離は、付属の接続ケー

ブルを含め50mまでです。

ガス検知センサに影響が比較的少ないシー

ル材・充填材は、以下のものがあります。

ガス配管用シール材：スリーボンド4325

目地用充填材：セメダインPOSシール・

セメダインウレタンシールS700-M

検知部の近くでは、シリコーン系のシール

材・充填材は使用しないでください。やむ

を得ず、使用するときは、シール材・充填

材が十分乾いてから検知部の取り付けを

行ってください。

ガス検知センサに悪影響をおよぼす恐れがあ
ります。

〈おねがい〉

延長ケーブルの接続は、必ず接続ケーブルの警報部側端末で行ってください。検知部は3年で交

換が必要になるため、検知部側末端では行わないでください。

4.機器の接続

②	閉端圧着スリーブの接続部を充填材で埋
め、接続部分を１本ずつビニルテープで
巻いて処理する。

ケーブルの接続部は、直接水がかかったり、

水没の恐れのある場所には置かないでくださ
い。ケーブルの施設場所の状況に応じて、接続
部をボックスに収めたり、ケーブルを保護管
に入れるなどの処置をしてください。（ただし、
接続部は保護管内に入れないでください。）

作動不良になる恐れがあります。

■LPG充填時および設備点検時のお願い

必ず行う

	 LPG充填時はガス検知部をプロテ

クタの外側に一時的に移動させて

ください。

プロテクタ内に設置したままです
と、充填時の微量のガスを検知し、
誤通報を発することがあります。

必ず行う

	 プロテクタ内配管のガス漏洩検知

を行う際には、携帯式ガス検知器

（弊社製可燃性ガス検知器XP-702

ⅡZ）あるいは石鹸液、石鹸液系のガ

ス漏洩検知液をご使用ください。

シリコーン系または、イオウ系のガ
ス漏洩検知液を使用するとガス検
知センサが鋭敏化し、誤通報を発す
ることがあります。

閉端圧着スリーブ
接続ケーブル

延長ケーブル

検知部
コネクタ

❶充填する

❷テープを巻く
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5.点検方法（取り付け後の点検および日常点検）

電源投入後約6分間点検機能（点検モード）が働きます。

この間に作動点検を行うと、警報確認および信号出力

（NCUや外部機器）の確認が容易に行えます。

必ず付属の点検ガスを使用してください。

それ以外のガスを使用すると、ガス検知セン
サに悪影響をおよぼす恐れがあります。

〈準備するもの〉

●点検ガス〔付属品〕
●点検用ポリ袋（チャック付き）〔付属品〕

〈取り付け後の点検の場合〉

①�警報部の電池ボックスに、単2形アルカリ
乾電池（2本）を入れる。

■	ガスもれ警報とその他の警報を分けて
出力する場合
1）確認ボタンを押しながら、警報部の電

池ボックスに、単2形アルカリ乾電池
（2本）を入れる。

2）作動表示ランプ（緑）が3回点滅し、
設定が完了したことをお知らせしま
す。

使用する電池は、2本とも使用期限内の新し

いものにしてください。

液もれ・発火の恐れがあります。

〈おねがい〉

●	電池交換する際に、火花の散る恐れがあり

ます。バルク貯蔵設備※1から2mまたは5m

以上離して電池を入れてください。

	 ※1：�貯蔵設備が300kg以上1000kg未満

は2ｍ以上、1000kg以上3000kg未満

は5ｍ以上

●	必ず単2形アルカリ乾電池を使用してくだ

さい。それ以外の電池を使用すると、電池

寿命が短くなることがあります。

②	接続ケーブルの接続コネクタを検知部の
接続コネクタに差し込む。（電源投入）

　検知部の警報ランプ（赤）が点灯します。
※�コネクタのロック部分がカチッとはまる

まで確実に差し込んでください。

③	約50秒後、検知部の警報ランプ（赤）が5
秒ごとに1回の点滅に変わります。
このとき、警報部の確認ボタンを押す
と、作動表示ランプ（緑）が5秒ごとに1
回点滅します。
※�上記のようなランプ表示にならないと

きは、接続ケーブルのトラブルが考え
られます。P.10の一覧表の「検知器の
動作一覧表」を参照して、原因を確認
し、対応してください。

④	検知部を点検用ポリ袋（チャック付き）に
入れる。

⑤	点検ガスの先端を、図のように点検用ポ
リ袋に入れ、レバーを押さえて、約1秒間
ガスを注入する。

点検ガスの注入は、必ず約1秒以内に行って

ください。

ガス濃度が濃すぎると、ガス検知センサに悪
影響をおよぼす恐れがあります。

単2形アルカリ
乾電池

接続ケーブル

検知部の
接続コネクタ

検知部の
接続コネクタ

ロック部分

接続ケーブル

点灯

約50秒後

1回点滅（5秒ごと）

検知部

点検用ポリ袋

ガス検知部

点検ガス
※ガス検知部の
　反対側に向ける

※�ガスがもれないように	
袋の口を上向きにする

〈日常点検の場合〉

①�検知部の接続コネクタを接続ケーブルか
ら外す。
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5.取り付け後の点検

⑥	袋内のガスができるだけもれないように、
点検用ポリ袋のチャックを閉め、約40秒
程度待つ。（ガスの量によっては、80秒程
度待つ場合もあります。）

⑦	ガスを検知すると、検知部の警報ランプ
（赤）が5秒ごとに3回の点滅に変わり、信
号を出力（NCUや外部機器へ）します。
このとき、警報部の確認ボタンを押すと、
作動表示ランプ（赤）が5秒ごとに3回点
滅します。

⑧	検知部を点検用ポリ袋から取り出し、検
知部取付位置に取り付ける。

⑨	ガスがなくなると、検知部の警報ランプ
（赤）は10秒ごとに1回の点滅に変わり、検
知器は監視状態になります。
このとき、警報部の確認ボタンを押す
と、作動表示ランプ（緑）が5秒ごとに1
回点滅します。
※	点検ガスを吹きかけ過ぎたり、濃いガ

スがかかった場合は、警報からの復帰
に時間がかかる場合があります。
通常は、点検モード終了時（電源投入
から約６分）に警報から復帰します。

⑩	点検終了後、警報部の端子カバーを閉める。

〈おねがい〉

接続ケーブル、NCU信号線、外部機器との接

続線を端子カバーではさまないように注意し

てください。

※点検ガスは、点検用ポリ袋とともに警報部
を納めているプラボックス内に保管する
か、持ち帰って保管してください。

点検ガスをプロテクタ内に放置しないでください。

温度上昇による爆発などの恐れがあります。

チャックを閉める

3回点滅
（5秒ごと）

3回点滅（5秒ごと）

1回点滅（10秒ごと）

1回点滅
（5秒ごと）

消灯

プラボックス

点検用ポリ袋
点検ガス

プロテクタ

プロテクタ内へ放置しない


